




結 語 

 従来の新生児の神経学的診察に加え,state の観察,哺乳リズム,新生児行動の評価が脳

機能不全の診断に有用であることが判明した。今後この方法を更に簡便化,実用化すること

により,脳障害児の早期診断がより容易におこなわれると考えられる。 


